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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日

個
人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

一 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
・
普
及
に
つ
い
て 

（
一
）
特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

北
区
で
は
オ
ン
ラ
ン
申
請
を
五
月
一
日
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

一
部
の
自
治
体
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
途
中
で
打
ち
切
っ
て

い
る
な
か
、
北
区
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。 

北
区
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
お
い
て
、
工
夫
を
し
た
点
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
申
請
件
数
と
給
付
開
始
日
、
給

付
件
数
を
う
か
が
う
。 

1



6/3/2020 12:55:59 PM             1 / 2 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
民
部 

特
別
定
額
給
付
金
担
当
課 

公 

明 

個 

人 

六 

一
（
一
） 

は
じ
め
に
、
特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に 

か
ん
す
る
ご
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

北
区
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
を
、
五
月
一
日
か
ら
開
始
し
、 

五
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は
、
約
一
万
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
は
、 

電
子
証
明
書
を
活
用
し
た
個
人
確
認
の
た
め
の
み
に
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
報
道
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、 

オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
さ
れ
た
世
帯
情
報
と 

区
が
保
有
す
る
住
民
記
録
と
の
連
携
が
な
い
こ
と
か
ら
、 

確
認
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
ほ
か
、
国
の
シ
ス
テ
ム
が
、 

未
入
力
や
誤
入
力
の
不
備
が
あ
っ
て
も 

申
請
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、 

同
一
人
に
よ
る
複
数
回
の
申
請
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
民
部 

特
別
定
額
給
付
金
担
当
課 

公 

明 

個 

人 

六 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

自
治
体
で
の
確
認
作
業
に
支
障
が
生
じ
、 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
打
ち
切
る
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。 

北
区
で
は
、
担
当
課
の
設
置
直
後
か
ら
、 

シ
ス
テ
ム
や
関
連
す
る
事
務
に
詳
し
い
職
員
が
中
心
と
な
り
、 

世
帯
や
口
座
情
報
な
ど
、
確
認
に
必
要
な
項
目
を 

一
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
は
、
入
力
不
備
の
自
動
検
知
や 

入
力
さ
れ
た
申
請
情
報
を
、
入
金
に
必
要
な
所
定
の
形
式
に 

自
動
的
に
置
き
換
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
確
認
作
業
に
必
要
な
兼
務
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

全
庁
挙
げ
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
分
の
給
付
は
、 

五
月
十
八
日
よ
り
開
始
と
な
り
、 

五
月
末
時
点
の
給
付
件
数
は
約
八
千
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日 

個 

人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

一 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
・
普
及
に
つ
い
て 

 
(

二)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
の
再
設
定
の
た
め 

の
来
所
状
況
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
の
再
設
定
の
た
め
区
役
所
に
多
く
の

人
が
殺
到
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
北
区
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。 

4



6/2/2020 4:15:16 PM             1 / 2 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
民
部 

戸
籍
住
民
課 

公 

明 

個 

人 

六 

一(

二)
 

 

次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
の 

再
設
定
の
た
め
の
来
所
状
況
に
つ
い
て
で
す
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
受
付
開
始
後
、 

特
に
連
休
明
け
の
五
月
七
日
か
ら
、 

暗
証
番
号
再
設
定
で
来
庁
さ
れ
る
方
が 

急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
全
国
的
に
も
同
様
の
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら 

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、 

窓
口
で
の
事
務
処
理
が
更
に
遅
延
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
王
子
区
民
事
務
所
で
は
、 

暗
証
番
号
の
再
設
定
の
手
続
き
の
待
ち
時
間
は
、 

最
大
三
時
間
程
度
と
な
り
ま
し
た
。 

 

シ
ス
テ
ム
の
遅
延
が
改
善
す
る
見
込
み
が
立
た
な
い
中
、 

区
で
は
、
本
人
の
了
解
を
得
た
う
え
で
、 

 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
民
部 

戸
籍
住
民
課 

公 

明 

個 

人 

六 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

再
設
定
の
受
付
の
み
を
行
い
、
事
務
処
理
終
了
後
に
、 

本
人
限
定
受
取
郵
便
に
て
お
送
り
す
る
方
法
で 

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
そ
の
後
の
期
間
も
含
め
、
同
様
に 

本
人
限
定
受
取
郵
便
で
対
応
し
た
件
数
は
、 

約
千
三
百
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日 

個 

人 

六 

一 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
・
普
及
に
つ
い
て 

（
三
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充 

 

【
要
旨
】 

 

政
府
は
今
年
度
予
算
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
有
者
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
新
制
度
に
二
千
四
百

五
十
八
億
円
を
充
て
た
。 

 

ま
た
、
総
務
大
臣
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
預
貯
金
口
座
の

情
報
を
ひ
も
付
け
る
た
め
の
法
整
備
を
目
指
す
と
表
明
し
た
。 

 

北
区
と
し
て
も
区
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
区

の
見
解
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
策
経
営
部 

情
報
政
策
課 

公 

明 

個 

人 

六 

一
（
三
） 

 

次
に
、
区
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た 

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
の 

ご
質
問
に
つ
い
て
で
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
来
年
三
月
か
ら
、 

健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、 

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、
身
分
証
明
書
と
し
て 

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
は
、 

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、 

介
護
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、 

さ
ら
に
は
引
っ
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
と 

順
次
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

区
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
効
果
や 

他
自
治
体
に
お
け
る
導
入
状
況
な
ど
を
確
認
し
、 

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
ニ
年
六
月
八
日

個
人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

二 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
常
設
に
つ
い
て 

（
一
）
北
区
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状
の
認
識
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
捨
て
る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
る

「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」
が
昨
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。 

国
内
で
年
間
六
百
四
十
三
万
ト
ン
発
生
し
て
い
る
食
品
ロ
ス

の
削
減
を
国
民
運
動
と
し
て
進
め
て
い
く
の
が
狙
い
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
大
量
の
食
品
が
無
駄
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
廃
棄

や
、
そ
の
た
め
の
輸
送
に
も
新
た
な
コ
ス
ト
が
生
じ
、
社
会
の

大
き
な
損
失
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も
、「
貧
困
を
な
く

す
」
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
な

ど
食
品
に
関
す
る
目
標
は
多
く
あ
る
。 

「
余
っ
て
い
る
食
べ
物
」
を
持
っ
て
い
る
方
と
「
食
べ
物
を

必
要
と
し
て
い
る
」
方
の
仲
介
を
行
う
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
設

置
を
北
区
も
他
区
の
よ
う
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
常
設
窓
口

を
設
置
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。 

9

（
二
）
北
区
で
も
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
常
時
設
置
し
、
食
品
ロ

　
　
　
ス
を
削
減
す
べ
き
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
活
環
境
部
リ
サ
イ
ク
ル
清
掃
課 

公 

明 

個
人 

六 

二
（
一
）
（
二
） 

 

次
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
常
設
に
つ
い
て
の 

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
北
区
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状
で
す
。 

 

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た 

ご
み
の
排
出
原
単
位
調
査
結
果
で
は
、 

生
ご
み
は
可
燃
ご
み
の
約
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
う
ち
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
が 

食
品
ロ
ス
と
推
計
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
、 

年
間
約
ニ
千
三
百
十
一
ｔ
（
ト
ン
）
、 

一
日
当
た
り
約
六
・
三
ｔ
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と 

試
算
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
常
設
に
つ
い
て
で
す
。 

 

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
で
は
、
市
区
町
村
に
対
し
、 

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
定
め
る
よ
う 

（
後
頁
へ
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
活
環
境
部
リ
サ
イ
ク
ル
清
掃
課 

公 

明 

個
人 

六 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
北
区
に
お
き
ま
し
て
も
本
年
三
月
に
策
定
し
た

北
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
二
千
二
十
に
お
い
て
、 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、 

そ
の
中
で
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
の 

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
計
画
策
定
に
合
わ
せ
、 

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
渋
谷
区
や
世
田
谷
区
を
は
じ
め 

他
自
治
体
の
取
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、 

北
区
の
実
情
に
合
っ
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
仕
組
み
を 

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞 

一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日

 
 

個 

人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

三 

視
覚
障
が
い
者
の
歩
行
の
安
全
確
保
に
つ
い
て 

（
一
） 

歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
の
普
及
に
つ 

い
て 

（
二
） 

音
声
標
識
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
区
役
所
の 

入
口
や
受
付
、
ト
イ
レ
等
の
位
置
案
内
に
つ
い
て 

【
要
旨
】 

 

視
覚
障
が
い
者
の
歩
行
の
安
全
確
保
の
た
め
、「
歩
行
時
間
延
長
信

号
機
用
小
型
送
信
機
」
が
有
用
で
あ
る
が
、
機
器
に
関
し
て
の
認
知
度

が
低
い
。
豊
島
区
で
は
、
視
覚
障
害
者
対
象
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
購
入
を
促
す
案
内
文
を
郵
送
し
た
結
果
、
購
入
数
が
増
加
し
た
。
区

と
し
て
も
普
及
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。
ま
た
、

音
声
標
識
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に
も
活
用
が
で
き
、
区
役
所
の
入
口
や
受

付
、
ト
イ
レ
等
の
位
置
案
内
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。 

 

※
「
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
」
（
製
品
名
：
シ
グ
ナ
ル
エ
イ
ド
） 

自
分
の
意
志
で
操
作
す
る
事
に
よ
り
音
響
・
音
声
案
内
を
受
け
ら
れ
る
小
型
送
受
信
機
。

常
に
反
応
す
る
音
声
案
内
と
異
な
り
、
必
要
な
時
に
必
要
な
音
響
・
音
声
案
内
を
受
け
ら

れ
る
。
歩
行
時
間
延
長
信
号
機
の
ほ
か
、
音
声
標
識
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
音
響
案
内
装
置

に
も
対
応
し
て
い
る
。 

障
害
総
合
支
援
法
の
日
常
生
活
用
具
の
購
入
費
用
助
成
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
原

則
と
し
て
、
学
齢
児
以
上
の
視
覚
障
害
者
一
～
二
級
が
対
象
。 

12



6/3/2020 10:59:01 AM             1 / 1 

く
ま
き 

貞 

一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
・
総
務
部
総
務
課

 
 

 
 

 
 

 

公 

明 

個 

人 

六 

三
（
一
）
（
二
） 

次
に
、
視
覚
障
害
者
の
歩
行
の
安
全
確
保
に
つ
い
て 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

歩
行
時
間
延
長
信
号
機
用
小
型
送
信
機
は
、 

視
覚
障
害
者
の
歩
行
の
安
全
確
保
に
お
い
て
、 

有
用
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

し
か
し
、
機
器
に
対
す
る
認
知
度
は
低
い
と
認
識
し
て
お
り
、 

今
後
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、 

普
及
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
区
役
所
の
入
り
口
や
受
付
、
ト
イ
レ
等
に 

音
声
標
識
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、 

他
自
治
体
や
、
機
器
の
普
及
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、 

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

13



6/2/2020 4:04:49 PM             1 / 1 

く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日

個 

人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

 

四 

田
端
・
西
ヶ
原
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て 

 
(

一)
 

地
域
ゆ
か
り
の
文
化
人
に
つ
い
て 

 
 

ア 

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
つ
い
て 

 

【
要
旨
】 

 
 

公
益
財
団
法
人
ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念
財
団
が
、
新
潟
県
に 

開
館
し
た
、「
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
柏
崎
」
と
連
携 

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。 

 
 

ま
た
、
キ
ー
ン
氏
の
功
績
を
広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、 

氏
の
愛
し
た
旧
古
河
庭
園
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
。 
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6/2/2020 4:04:46 PM             1 / 2 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
振
興
部
文
化
施
策
担
当
課
・
総
務
部
総
務
課 

公 

明 

個 

人 

六 

四
（
一
）
ア 

 

次
に
、
地
域
ゆ
か
り
の
文
化
人
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の
う
ち
、 

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

北
区
名
誉
区
民
で
あ
り
、 

北
区
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ
た 

日
本
文
学
研
究
者
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
の
功
績
は
、 

北
区
の
誇
り
で
あ
り
、
区
内
外
に
広
く
発
信
す
る
べ
き
、 

大
切
な
資
産
で
あ
り
ま
す
。 

ご
提
案
の｢

ド
ナ
ル
ド･

キ
ー
ン･

セ
ン
タ
ー
柏
崎｣

 

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、 

教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
キ
ー
ン
氏
の
愛
し
た
旧
古
河
庭
園
と
の 

連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
夏
に
、 

多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
、 

同
庭
園
内
の
大
谷
美
術
館
に
お
い
て 

 

（
後
頁
に
続
く
） 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
振
興
部
文
化
施
策
担
当
課
・
総
務
部
総
務
課 

公 

明 

個 

人 

六 

（
前
頁
か
ら
続
く
） 

 

キ
ー
ン
氏
の
写
真
展
を
開
催
し
、 

好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
、
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る 

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
財
団
と
は
、 

こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、 

キ
ー
ン
氏
の
功
績
を
次
世
代
に
継
承
し
、 

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
様
々
な
事
業
や
仕
組
み
を 

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

ご
提
案
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
、 

同
財
団
の
意
向
を
踏
ま
え
、 

効
果
的
な
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

  

公 

明 

令
和
二
年
六
月
八
日

個 

人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

 

四 

田
端
・
西
ヶ
原
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て 

 
(

一)
 

地
域
ゆ
か
り
の
文
化
人
に
つ
い
て 

 
 

イ 

北
村
西
望
氏
に
つ
い
て 

（
ア
）（
仮
称
）
彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
の
利
用
実
績
に
つ
い
て 

（
イ
）（
仮
称
）
彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
の
周
知
活
用
に
つ
い
て 

（
ウ
）
長
崎
県
南
島
原
市
と
の
都
市
交
流
に
つ
い
て 

【
要
旨
】 

 

北
村
西
望
氏
と
長
男
治
禧
（
は
る
よ
し
）
氏
の
創
作
活
動 

の
場
で
あ
り
、
平
成
十
四
年
に
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
、（
仮
称
） 

彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
の
利
用
実
績
は
ど
う
か
。 

ま
た
、
館
の
周
知
に
力
を
入
れ
、
広
く
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
。 

 

長
崎
県
南
島
原
市
に
は
、
西
望
氏
の
生
家
を
利
用
し
た
西
望 

記
念
館
が
あ
り
、
多
数
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

長
野
県
南
島
原
市
と
の
都
市
交
流
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る 

が
、
ど
う
か
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
振
興
部
文
化
施
策
担
当
課 

公 

明 

個 

人 

六 

四
（
一
）
イ
（
ア
）
（
イ
）
（
ウ
） 

 

次
に
、
北
区
名
誉
区
民
で
あ
る
北
村
西
望
氏
に
つ
い
て
で
す
。 

 
(

仮
称)

彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
は
、 

平
成
十
三
年
に
ご
逝
去
さ
れ
、
北
区
名
誉
区
民
で
あ
り
、 

西
望
氏
の
ご
子
息
で
も
あ
り
ま
す
北
村
治
禧
（
は
る
よ
し
）

氏
の 

「
若
手
彫
刻
家
の
育
成
と 

彫
刻
芸
術
の
普
及
の
場
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
遺
志
を
踏
ま
え
、 

ご
遺
族
よ
り
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た 

西
ヶ
原
の
ア
ト
リ
エ
を
活
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

治
禧
（
は
る
よ
し
）

氏
の
遺
志
に
沿
い
、 

(

仮
称)

彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
で
は
、 

彫
刻
教
室
の
開
催
や
、 

毎
年
、
秋
に
一
週
間
の
期
間
で
、 

事
前
申
し
込
み
制
に
よ
る
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、 

建
物
が
住
居
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、 

 

【
後
頁
に
続
く
】 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
振
興
部
文
化
施
策
担
当
課 

公 

明 

個 

人 

六 

【
前
頁
か
ら
続
く
】 

 施
設
の
周
知
や
活
用
に
つ
い
て
は
、 

限
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。 

ま
た
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た 

北
村
西
望
氏
の
生
誕
の
地
で
あ
る 

長
崎
県
南
島
原
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、 

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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6/2/2020 9:59:52 PM             1 / 1 

く
ま
き 

貞
一 

質
問
事
項
概
要 

教
育
長
答
弁

 

 

公
明 

 

年
令
二
年
六
月
八
日

個
人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

四 

田
端
・
西
ヶ
原
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て 

（
一
）
地
域
ゆ
か
り
の
文
化
人
に
つ
い
て 

イ 

北
村
西
望
氏
に
つ
い
て 

 
 

（
エ
）
中
学
生
が
直
接
、
被
爆
地
を
訪
問
し
平
和
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
、
北
区
と
し
て
も
実
施
す

べ
き 

【
要
旨
】 

 

板
橋
区
役
所
の
正
面
玄
関
前
に
北
村
西
望
氏
作
の
「
平
和
記

念
像
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
板
橋
区
で
は
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
目
的
で
中
学
生
平
和
の
旅
と

い
う
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
区
立
中
学
生
各
二
十
二
名
を
被

爆
地
で
あ
る
広
島
及
び
長
崎
へ
派
遣
し
、
平
和
式
典
や
広
島
市

及
び
長
崎
市
主
催
の
平
和
事
業
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

中
学
生
が
直
接
被
爆
地
を
訪
問
し
、
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
大
変
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
西
望
氏
ゆ
か
り
の
北
区
と

し
て
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

教
育
長
答
弁

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
振
興
部
教
育
指
導
課 

公
明 

個
人 

六 

四
（
一
）
イ
（
エ
） 

 

私
か
ら
は
、
北
村
西
望
氏
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の
う
ち
、 

中
学
生
が
直
接
被
爆
地
を
訪
問
し
、 

平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。 

 

北
区
に
お
け
る
平
和
に
か
ん
す
る
教
育
は
、 

現
在
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て 

学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、 

国
語
科
や
社
会
科
、
道
徳
科
を
中
心
に
お
こ
な
い
、 

児
童
・
生
徒
は
、
平
和
の
実
現
や
平
和
主
義
の
理
解
、 

国
際
貢
献
等
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、 

今
後
は
、
こ
う
し
た
学
習
の
中
に
お
い
て 

北
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
渋
沢
栄
一
翁
や
北
村
西
望
氏
の 

生
き
方
や
功
績
等
に
つ
い
て
取
り
扱
い
、 

児
童
・
生
徒
の
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に 

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
後
貢
に
続
く
】 

21



6/2/2020 10:00:04 PM             2 / 2 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
） 

教
育
長
答
弁

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
振
興
部
教
育
指
導
課 

公
明 

個
人 

六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
前
貢
か
ら
続
く
】 

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

中
学
生
が
広
島
や
長
崎
の
被
爆
地
を 

直
接
訪
問
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、 

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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く
ま
き 

貞
一 

 

質
問
事
項
概
要 

教
育
長
答
弁

 

 

公 

明 

 

令
和
二
年
六
月
八
日

個 

人 

六 

（
質
問
の
事
項
及
び
要
旨
） 

四 

田
端
・
西
ケ
原
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て 

(

二)

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て 

【
要
旨
】 

 

田
端
地
域
に
は
特
別
支
援
学
級
が
あ
る
中
学
校
が
な
い
た
め
、

明
桜
中
学
校
か
滝
野
川
紅
葉
中
学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

保
護
者
等
か
ら
は
、
登
下
校
に
関
す
る
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ

と
や
、
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
不
安
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
区
内
の
他
地
域
で
は
、
最
寄
り
の

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
設
置
校
へ
の
最
大
直
線
距
離
が
一
・

五
キ
ロ
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
田
端
地
域
は
三
・
五
キ
ロ
程

度
と
な
っ
て
い
る
。 

 

特
別
支
援
教
育
の
理
念
で
は
、
特
別
支
援
学
級
等
の
設
置
は
、

基
礎
的
環
境
整
備
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
自
治
体
の
体
制
面
、

財
政
面
を
勘
案
し
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ

な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
観
点
か
ら
、
田
端
地
域
に
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。 

23



6/2/2020 8:17:35 PM             1 / 2 

く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）

教
育
長
答
弁 

 
 

 
 

教
育
振
興
部
教
育
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

公 

明 

個 

人 

六 

四(

二)
 
 

 

次
に
、
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

区
で
は
、
令
和
三
年
四
月
に
、 

区
内
で
六
校
目
と
な
る
中
学
校
の
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
を

堀
船
（
ほ
り
ふ
な
）

中
学
校
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、 

本
定
例
会
の
補
正
予
算
案
に
、 

開
設
に
必
要
な
施
設
整
備
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
開
設
に
よ
り
、
現
在
、 

堀
船
（
ほ
り
ふ
ね
）
、
昭
和
町
、
田
端
方
面
か
ら 

明
桜
中
学
校
や
滝
野
川
紅
葉
中
学
校
の 

知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
に
通
学
し
て
い
る 

生
徒
や
保
護
者
の
負
担
は
、 

一
定
程
度
軽
減
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
田
端
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
最
寄
り
の
中
学
校
は
、 

田
端
中
学
校
に
な
り
ま
す
が
、
同
校
に
つ
い
て
は
、 

【
後
頁
へ
続
く
】 
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く
ま
き 

貞
一 

（
答 

弁 

案
）

教
育
長
答
弁 

 
 

 
 

教
育
振
興
部
教
育
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

公 

明 

個 

人 

六 

【
前
頁
か
ら
続
く
】 

今
後
、
生
徒
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、 

多
目
的
教
室
の
普
通
教
室
へ
の
転
用
を 

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
高
く
、 

同
校
に
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
を
開
設
す
る
こ
と
は
、 

現
時
点
で
は
、
物
理
的
に
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

な
お
、
区
で
は
、
本
年
度
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
の 

今
後
の
設
置
方
針
を
策
定
す
る
た
め
の
庁
内
検
討
委
員
会
を 

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
委
員
会
の
中
で
、 

田
端
地
域
に
お
住
い
の
方
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、 

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
と
し
て
の
、 

合
理
的
配
慮
や
基
礎
的
環
境
整
備
の
推
進
に
資
す
る 

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、 

他
自
治
体
の
取
組
み
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、 

研
究
・
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 
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